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Ⅵ  具体的施策計画の目標 

 

３Ｒを基調とした取組をさらに推進し、基本計画における目標の達成をより確実なものとする

ために、これまで取り組んできた施策の中で、充実・拡大していく必要があるものや、新たに取り

組む必要があるものを、具体的施策として設定します。 

 

 

（１）環境教育・環境学習の促進 
 循環型社会の構築を目指し、ごみの減量・リサイクルを推進するためには、まず環境への意識を
高めることが必要となります。 

 今後も、「川崎市環境教育・学習基本方針（改訂版）」（平成１８年３月）に基づいてごみに関す

る環境教育・学習を実施し、その促進を図ります。 

 

① 出前ごみスクールの充実・拡大【重点】 

 平成１７年度から小学生を対象に実施している「出前ごみスクール」については、内容の

充実を図るとともに、実施回数を拡大していきます。 
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                ※スケジュールの和暦は年度を示しています。（以下同じ） 

 

② ふれあい出張講座の充実・拡大【重点】 

平成１７年度から実施している「ふれあい出張講座」は町内会・自治会等の集会や地域の

イベントなどで、ごみの減量・リサイクルの体験学習などを行っています。 

今後も、引き続き実施するとともに、内容の充実・実施回数の拡大を図ります。 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

③ ３Ｒ推進講演会の開催 

３Ｒに関する話題をテーマとした、講演会を毎年開催し

ます。 

今後も、内容に工夫を凝らし、学習機会の場として幅広

い参加を呼びかけていきます。 
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基本施策１ 循環型社会へのビジョンを共有し「環境市民」となる 

事業の拡大  

事業の拡大  
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④ 環境教育用教材の充実 

     

小学校の中学年が学校教材として利用している社会科副読本「く

らしとごみ」については、子どもたちが理解しやすく、興味が湧く

ように内容の充実に努めます。 
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⑤ リユース食器やマイカップの普及 
お祭りやイベントなど多くの人が集まる場所において、リユース食器やマイカップの使用

を普及促進する取組を進め、再利用に向けた意識の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 幼児環境教育プログラム 

市内幼稚園を対象に、平成１９年度に策定した環境全般に関する幼児環境プログラムを活

用した取組を推進します。 

 

 

⑦ エコ・クッキング講習会の開催 

小学校ＰＴＡを対象として実施しているエコ・クッキング※講習会を開催し、市民の生ご

み減量や環境配慮型ライフスタイルへの転換を促すなど、環境に対する意識の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校中学年を対象に配布 
社会科教育研究会での検討  

食材は使う分だけ購入し、野菜は皮をむかずに
調理するなど、なるべく使いきります。 
 キャベツの葉２～３枚 ５０ｇ減量 
 冷蔵庫で無駄にしている野菜  

トマト１個１００ｇ減量 

 

外出するときは、マイカップやマイ箸を

持参し、割り箸や紙コップを使いません。 

 割り箸１膳   ５ｇ減量 

 紙コップ１つ １０ｇ減量 
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（２）情報の共有化 

【ＩＴの活用】 

① 市ホームページの充実  

市ホームページの中に「ごみ・リサイクルのページ」を設け、

「ごみと資源物の分け方・出し方」など、必要な情報をお知ら

せしています。 

インターネットの利用拡大に伴い、ごみに関する情報や市民

団体等の活動、取組成果の紹介など、様々な情報伝達の手段と

して、ホームページの一層の充実を図ります。 
（市ごみ・リサイクルのホームページアドレス：http://www.city.kawasaki.jp/30/30genryo/home/menu.htm） 

 

② 再利用品交換情報誌「エコー（echo）」の充実 

不要になった家具等を「譲りたい方」、また「欲しい方」のた

め、再利用品交換情報誌「エコー」を毎月１回発行し、区役所

等の窓口で配布しています。 

今後は、エコー誌面へ写真の掲載やインターネットホームペ

ージの充実などを行い、多くの市民の方々にその情報をお知ら

せし、利用の拡大を図ります。 

 

 

 

【普及広報の充実】 

③ 広報誌の充実 

ごみと資源物の分け方・出し方や収集日等をお知らせする「ごみ

と資源物の分け方・出し方」を作成し、市内全世帯へ配布するとと

もに、６ヶ国語版の「ごみと資源物の分け方・出し方」を作成して

います。 

また、本基本計画の取組状況等をお知らせする「かわさきチャレ

ンジ・３Ｒニュース」を年に数回発行しています。 

今後も、内容の充実に努めるとともに、必要な情報をより分かり

やすく提供することなどにより、情報の共有化を図ります。 

 

 

 

 

④ マスメディアを活用した情報提供 

今後も、新聞、テレビ、ラジオ等のマスメディアを活用し、廃棄物に関する情報を広範囲

に提供していきます。 

 

⑤ （仮称）３Ｒチェックシートの作成・普及【新規】【重点】 

市民が日常生活の中で３Ｒの取組が実感できる「（仮称）３Ｒチェックシート」を作成し、

広報誌への掲載やホームページ等を活用した取組状況の共有化により、ごみの減量・リサイ

クルへの意識の向上を図ります。 
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チェックシートの作成・普及  
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（３）減量・リサイクル活動の活性化 

① 減量指導員制度の充実 

廃棄物減量指導員は、ごみの減量・リサイクルを推進するため、地域におけるボランティ

ア・リーダーとして、また、市民と行政とのパイプ役として活動しています。 

今後も、廃棄物減量指導員制度の周知徹底を図り、活動の活性化を図ります。 
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② 市民リサイクル活動への支援 

ごみの減量、再使用及びリサイクルに向けた市民活動の活性化のため、市民団体に対し「か

わさき市民公益活動助成制度」などによる支援を行っています。 

今後も引き続き、こうした制度の活用などにより支援の充実を図ります。 

 

 

③ フリーマーケットの開催 

家庭内で不用になったものの再利用を推進するため、市民の手によるフリーマーケットが

数多く開催されていますが、市民のリサイクル活動を積極的に推進するため、今後も市主催

のフリーマーケットを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）市民参加の促進 

 

① 「川崎市ごみ減量推進市民会議」の実施 

市民の方がごみ問題や３Ｒの推進に関心を持ち、積極的に参加・活動できる場として、市

民、廃棄物減量指導員、事業者、専門家などから構成する「川崎市ごみ減量推進市民会議」

を平成１９年１月に設置しました。 

第１期の活動では、ごみ減量に向けた具体的な取組を提案し、実践するとともに、情報交

流を行いました。 

今後も、市民・事業者・行政のパートナーシップに基づく取組について、意見を交換し活

動の実践を図ります。 

 

 

 

 

活動の活性化  

フリーマーケットを利用するなど、家庭内の不用

品をリユースします。 

 Ｔシャツ１枚１３０ｇ減量 
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（５）まちの美化推進 

① 不法投棄防止に向けた取組 

ごみの不法投棄は臨海部を中心に後を絶たない状況にあるため、タクシー協会や関係機関

と連携し監視するとともに、巡回パトロールや不法投棄常習場所への防止看板、監視カメラ

の設置等を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 不適正排出指導の徹底【新規】 
事業者処理責任の徹底と受益者負担の公平性の確保を図るため、事業系ごみは、事業者が

許可業者に収集を委託するか、自ら処理センターに持ち込むこととしていますが、一部で集

積所に排出する事業者が見受けられることから、不適正排出事業者に対する指導の徹底を図

ります。 

 

③ 集積所周辺の環境美化 
ごみの散乱が目立つ集積所の周辺については、排出状況を

調査し、啓発・指導を徹底するとともに、周辺住民・廃棄物

減量指導員の協力のもと、集積所周辺の環境美化を図ります。 

 
 
 
 
 
 

④ 散乱防止重点区域道路清掃事業の実施 
ポイ捨て禁止条例に基づく散乱防止重点区域において、たばこの

吸殻や空き缶など散乱ごみの清掃を集中的に行うことにより、ごみ

を捨てにくい環境づくりを目指します。 
 
 
  
 

⑤ 各種普及啓発キャンペーンの実施 

国が主唱する「ごみ減量・リサイクル推進週間」行事の

一環として「ごみゼロの日」にちなみ５月３０日に、また、

『環境衛生週間』行事の一環として、市内統一美化活動と

連動し、９月２４日から１０月１日の間に１回、大規模キ

ャンペーンを実施しています。 

さらに、ポイ捨て禁止及び路上喫煙防止統一キャンペ

ーンとして、区役所等と連携し、毎月各区の主要駅で啓

発・清掃活動を実施しています。 

今後も、これらの事業を継続して実施し、市民の環境意

識やモラルの向上を図ります。 
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関係機関との連携による監視の実施 

巡回パトロールの実施（年１００回）

防止看板・監視カメラ等の設置  

不法投棄は犯罪です！ 



1,700 2,200






















